
人工呼吸:20巻2号- 216ー

トラックケアー72@力テーテル閉鎖型気管内吸引システム

一一人工呼吸関連機器:ユーザーのレポート

ガイドラインで首尾一貫した。統計学上の分析は SAゲ統計、ノフトウェアを

使用し実行されたヘ結果は 95弘信頼できるレベルに基づいている九

この秋に弊社において販売を予定しております72時間連続使用の閉鎖

型気管内吸引力子ーテルトラッヲケアー72"のご紹介をさせて頂きます。

注この文献での従来のトラックケアー勺ま 24時間連続使用ができます。
結果 s

トラッヲケアー72"は、 72時間時点でコントロールの(従来のトラッウケア

ー⑨である)2210カテーテルの 24時間時点と比較してカテーテル先端の平

均コロニゼーションは8的低下することが示された(p<O∞1)。図 1.2参照

図 124時間時点の 2210力子一子ルと 72時間時点のトラッヲケアー72"

の全微生物
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続要

カテーテル先端のクリーニングを改良するためにデザインされた新しい

72時間型トラッウケアー72・カ子一子ル(以下、トラッヴケアー72")と24時間

型ダブルスイーベルエルポー型トラックケアー。力子ーテル(以下、従来のト

ラッウケア-")を比較検討した。240本の力子ーテルを人工呼吸器関連肺

炎の原因とされる一般的な 4種の微生物病原体を使用し、これらのデー習

をとるために等しく2群に分けた。カ子一子ルを24時間から72時間までに

おいていろいろな時間間隔で吸引手妓を実験のため施行した。力子一子ル

先端の微生物のカウントは 24時間時点と 72時間時点で実施された。 72

時間時点のトラッウケアー72"1立、 24時間時点での従来のトラッヲケア一。

よりもカテ一子ル先端のコロニゼーションは少なかった。

トラックケアー72"の徹生物学

72時間時点的トラックケアー72飾
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方法

全ての子ストは、ネルソンラボラトリーで実施された。4種の微生物が力

子ーテルに使用された。これらの4種の微生物は代表的な/一般的な呼吸

器系の病原体が選択され、院内肺炎のおおよそ47%を占めるものである 1“

4種の微生物病原体

Staphylococcus aureus A TCC#6538 JffEプ〆ク'J:1i!1l
Pseudomonas ae即'ginosaA TCC#27853緑'!la
Klebsiella pneumonia A TCC#23357クレブシエラ

Esherichia coli ATCC #8739 ;吃ffiJi!IJ
実験用の粘液溶液を用意し、4つの容器に分離した。各々の実験用粘

;夜容器には1x lO':t:0.5Iog，oCFU/mlで微生物を 1種類ずつ培養した。こ
のレベルは肺炎患者の呼吸分泌物でのコロニゼーシヨンレベルと仮定した

日。培養は室温に維持され、新しい培養液は 24時間ごとに用意された。

AEROS Mobl-Vac m吸引(陰圧)システムと滅菌生理食塩水パイアル
を各々の力子ーテルに取り付けた。吸引レベルは(トラックケア-"の)コン

トロールバルブ開放時で 120:t:5mmHgにセットした。各々の力子一子ルを

約 5cm培養液に浸した。地養;夜を力子一子ルの約 30cmまで吸引し、それ

からカテーテルは培養波から取り出した。

力子ーテル先舗は(カ子一子ルよの)黒いマーカーが(力子一子ルの)保

護スリーブ内に目視で確認されるまで力子ーテルを引き抜かれ、吸引によ

りウリーニング(洗浄)される。従来のトラッウケアー⑩は、注入する滅菌生

理食塩水のパイアルを搾り出す通常の方法より生理食塩水でクリーニン

グ(洗浄)される。トラッウケアー72・は、マニフォルドディストリクヲー(力子一

子ルが正しい位置に納まっているときの蓋のようなもの)があり、吸引/陰

圧下ではパイアルと搾り出すことなしに、カテーテル洗浄用空洞(力子一子

ル先端が納まっている空洞のようなもの)の中に生理食塩水は自然に注

入されパイアルが空になる。

12回の実験の吸引は、 24時ごとに実施され、以下のスケジュールで各

自実施された。12∞、 13:00、15:00、16∞、 18:00、19:0口、 21∞、 22∞、

06:00、07∞、09:00、10:00。次の 12∞を最終ポイントにし、力子一子ルは

伸ばされ、先端 2cmを無菌的に取り出しバイオパーデンを測定した。力子

一子ルのバイオパーデンは 24時間、72時間後に測定された。力子一子ル

は全て 1週間毎力子一子ル毎の閉じ実験のグループで子ス卜された。

指数レートでの微生物の成長を的確にするため、デ-?I立分析される前
にLog(CFU)に換算された。これは antimicrobial効果子ストのための USP

24時間時点田2210カテーテル

図 2 微生物の減少
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トラックケアーは閉鎖型気管内吸引力テ

ーテルのパイオニア。 長年の実績と地

道な研究開発により新生児から成人まで

いろんなタイプの患者さんに対応できる

ようになっています。

-新生児・ IJ¥児用トラックケアー 5Fr~10Fr 

-成人用トラックケアー 10Fr~ 16Fr 

この枚、トうヴタケアー12(連続12時間使用可能)の発発予定!

-怪酸素血症の予防

・院内感染の予防

・吸引準備の簡素化

医療用具編入京認番号 21α)()BZYαコ332α)()

販売名 「パラード トラックケアー ブロダクツ」

総輸入販売元

C :vI1 ;~;;ac:~デイカル株式会社
本社 干141-8588 東京都品川区大崎 1-6-4 PHONE 03-3491-1785 

札幌 011-241-3737 名古屋 025-251-4400 大阪 :06-4393-3101 福岡 092-752-5653
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